
令和７年第４回　曽於市議会定例会 

 

一般質問通告一覧表 

 

 
質問者 【通告第５】　　遠矢　政嗣　議員

 
質問事項 質 問 の 要 旨 質問の相手

 １　ふるさと寄

附金について 
 
 
 
 
２　交通弱者へ

の支援につい

て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①　今年度の現段階までのふるさと納税額はいくらか。 

 

②　ふるさと納税のＰＲ方法について、どのような取組

を行っているか。 

 

 

①　令和５年策定の曽於市地域公共交通計画にある、思

いやりタクシー、思いやりバスの運行状況について、

地域の需要とのミスマッチ（P52）は改善が見られた

か。 

 

②　同計画書にある、買い物・通院の地区別流動分析に

ついて、都城市への流動状況が買物の場合と通院の場

合で10％以上の差が見られるが、この状況に対応する

ことはできるか。

市長 

 

 

 

 

 

市長



令和７年第４回　曽於市議会定例会 

 

一般質問通告一覧表 

 

 
質問者 【通告第６】　　矢上　弘幸　議員

 
質問事項 質 問 の 要 旨 質問の相手

 １　草刈りの負

担軽減につい

て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２　地域サロン

活動について 
 
 
 
 
 
３　曽於市総合

大学について 
 
 
 
 
 
 
 
 

①　高齢化率が50％を超えている自治会の数について

伺います。また、５年前、10年前との比較について伺

います。 

 

②　高齢化が進む自治会や市営住宅では、道路清掃に参

加できる人数が少ないため、若い世代への負担が大き

い。これらの地域に対して、草刈りや道路清掃に関す

る市の支援策や補助があるか伺います。 

 

③　学校の愛校作業では、急斜面での草刈りなど、危険

を伴う作業もあり、転倒事故の可能性も指摘されてい

ます。こうした危険箇所での作業負担や安全確保に対

し、市の支援策があるか伺います。 

 

 

①　サロン活動を開催している団体の数及び、参加者数

の直近５年間の推移について伺います。 

 

②　市や社会福祉協議会からサロン活動に対する補

助・支援があるか伺います。 

 

 

①　曽於市総合大学の本市以外の受講生の割合につい

て伺います。また、現行の受講受付の方法は紙・ＦＡ

Ｘ・メールですが、今後のデジタル化の進め方につい

て伺います。

市長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

教育長



令和７年第４回　曽於市議会定例会 

 

一般質問通告一覧表 

 

 
質問者 【通告第７】　　山中　雅人　議員

 
質問事項 質 問 の 要 旨 質問の相手

 １　地域公共交

通計画につい

て 
 
 
 
 
 
 
 
 
２　本市の観光

戦略について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①　現在、本市の高齢化率は44％に達しており、過疎地

域も多く抱えていることから、免許返納後の移動手段

の確保は大きな問題である。現在運行している思いや

りタクシー、思いやりバスといった公共交通の課題は

どのように認識しているか。 

 

②　曽於市型ライドシェアが、市長の公約として提案さ

れていたが、どのような問題意識から提案されたの

か。 

 

 

①　地方の活性化には、外国人観光客を含めた誘客と交

流人口の増加に繋がる滞在時間の長い観光が重要で

あることは、国土交通省も指摘するところである。本

市の観光戦略をどのように考えているか。 

 

②　都城市のホームページには、おすすめモデルコース

として「女子旅コース」や「都城満喫コース」など、

地元のお店や観光ガイドを紹介しながら、宮崎空港か

らの大まかな時間を提示し、ストレス無く観光できる

ような行程と導線を提示している。 
一方で、本市のホームページや「SOO CITY GIDE 

BOOK」では、観光地の溝ノ口洞穴や道の駅を羅列す

るだけで、観光客の動きを誘導するような導線になっ

ていないように思われる。観光の導線を点検し、スト

レス無く曽於市を観光できるようなルート作りを進

めるべきではないか。 

 

③　体験型観光を振興する上で、アーバンスポーツは、

近隣自治体においても比較的競合する相手も少なく、

差別化することが容易にも考えられる。屋内型スケー

トボード場についての検討状況は。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④　芙蓉部隊は、戦後 80 年に合わせてテレビなどでも

特集されるなど、注目が高まっている。一方で、芙蓉

の塔に併設されている本市の埋蔵文化財センターは、

その他の埋蔵物も一緒に展示されており、展示物が見

学しにくくなっている。 

岩川芙蓉会も「平和資料館」のような形で展示する要

望書を2022年に提出しているが、検討を進めるべきで

はないか。


